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1 はじめに

人rqのfHl現&に的わる諸科学は耕71と身体の再契牡が同時に肌与するようなfI神抜穂

局面の琵東に心身二元ZAを克ABする糸口をJLいだそうとしてきた 4.9.20111.ゲシュタル

ト心理学として発JLした知*体鞍についての実珠心理学的諸理hi 16.22.23)は r身体牡能

の付神性｣を浮きkリにし,現&羊 20.3L)やfl71病理学71.沖軽心耳宇 12)に彰書を及ぼ

し.その&.より生活の実体嬢に即した知文体軌 二焦点を当て洗練された実験的手法を用

いる捜知心理学 11.36)へとJL開した さらにコンヒュータ科学がキ入されて認知科学 ･人

工知能研究が性盛となるに至って.中枢71掩系のシステムとfl暮牡におけるデジタルな什

稚処理との類似性に目が向けられ 33),むしろ ｢fL71牡能の身休性｣が追求される方向が

康努となった.近年は.このような動きに対して.現&学が人間の行動がtlかれているr状

況Jに対する視点や r生きる身体｣あるいは ｢身拝における知｣を強tPIすることによって

批判的な検討を加えるという新たな辛酸的tbさが起こっている 名,25,3LI.39) 一方,神経心

理学 12)や実験的姥知心理学 10_22.36)は精神の純形式的な (実tI状況で耗化された)諸性

r(や欠陥の様態とLitk能との対応を見る r捕神枕能の書体性Jの追求から出発し.近年は

生きた生活の4(こおける人F,.nの諸行動に対応したEi8k能仮説のht粟へとJR関しておL) 10,

)I,40),r身体機能の稚神性｣を射程に入れようと努力している これらの r精神｣と r身

体｣の交錯する領域にアプローチする近年の柵神科学に共通して認められる視点があるよ

うに思われる それは,身体および柵神機能を無時間的な横断的現象としてでなく.一連

の動的営みとしてすなわち時r'l的様相において捉えようとする視点である

挿沖医学においては､心身二元ZBは内容と形式,主税と客観.太東と知Xなどの二項対

立と関ZLながら7解と説明という方法ZA上の手ALとして問Jlとなってきた 安永は人r'1

が自然や世界を患待し知Xする際の原理的群連(rパターンJ)に含まれる7解的契牡の

健也を始じ,説明は了解文脈に含まれると主弓■したが 45).その辞.それらの基畦に生理

学的tI絹が想定される.と斬ることを忘れていなLい また圭は.行動科学的視点を垂扶す

る立句から鋭明や了解の区別を越えようとして r牡鹿的見解｣を捷示し,▲分裂点の生物

学的研究はます生甥-心理学的な抹通から始めるべきだ'と捷Tした 43) 心72学に対応

するものとしての生理学を重複するこれらの主Stは,この両学問が人間のfk71現kをその

rtL能局面｣において r動的に｣とらえる視点を保持している点で,上述した今日の稚31

科学とその方向性を共有していると書える

Jt体的な分裂*研究において,安永の′(ターン逆転仮説 45)や中安の rtた況土喋失認｣

- I-



仮税 35)など.精神病理学の内部でも生理学的機経との連結を明言した仮説はすでに捷出

されている P'agcLに依拠した認知始とシステム姶とを匹任して番付と認知を同時に見据

えた CLOmPl,Lの ｢怨憎姐理｣粒食 は.心理-社会-生物学的契牡の相互作用を神経組k

の可塑性のメカニズム.ストレス.認知煉能に統合的な影響を与える感付という三つの媒

介項の相互作用としてとらえる総合的視点に立っている 5,6) Hubcr,Gもまた生理学的基

確を持つ認知の病理と従来の精神病理学の成果との総合した視点からの妄想姐を捜示して

いる 14) 中井の寛解過程幹においては.疾患の症状,病者の心確とともに全身の生理的

状態の推移が常に意抜されている 37) 一九 線うつ病研究においては,｢生気的 vltaI｣

というt*誰によって心身相関の現れとしての症状という視点が強印され.とりわけ,心理

的現象の妃速と生理的現象のそれが共通の青ほで妃述できるような現象に焦点が当てられ

てきた たとえば,TcllcTlbach.Hの立!Aは,やや思弁的という嫌いはあるものの,空間的

横地と捉えられがちな ｢凡帳面｣という妃述概念を ｢秩序志向性｣と捉えて時間的梯雑と

しても規定した この柵類の基掛 二は "｢内Cg性｣といわれうるような特徴をはっきり示

している現象Nとして第-にリズム性の変化を重視するという視点がある 42) この rリ

ズム性｣の病理への着眼は.リズムという現象が心理学的妃述にも生理学的妃速にも開か

れておL),この両視点間の榊訳可能性が期待できること.しかも心身の現象を時間様態に

おいて見るという視点が症状把握に生かされるという二点においてきわめて有効であると

思われる

暮春は以下に.聴★体験についての現象学的構造仮税を提示し.この練達仮税のもとに

一群の稚神分裂病者に見られた特殊な病理的牡X体験のgt造病理を汝じるが,その際,上

述した近年の仲村諸科学および精神医学の視点を柵紳病理学の内部でさらに徹底するため

に.常に病者の心理的体操と生理的休校の文脈共有性を探求する姿勢で論をJR朋したいと

思う とくに,体壊された症状の妃述および把握に際してlL 以下の2点に留意するよう

に努U)た すなわち.第一に ｢症状Jを横断的で兼時間的な事実として捉えるのでなく,

心身の機能におけるある時間的な特をもつ一連の動的事隼として捉えて記述すること.第

二に病者の報告する動的体験の実相は心理 (辛)的事態であると同時に生理 (辛)的変化

であリ.当の病的体軽についてその双方の記述文脈を意抜すること.である 聴★体験を

主唱とする本漁に即して具体的に言えば,ト が暁こえたJという病者の陳述を過去の

ある時点での-事実として妃述するのではなく,r ･が聴こえている｣状況全体を含む

-まとまりの心身の事準のEb的変化を r幻捷体壌｣として捉えた上で.心理的な意味体鞍

12-



としての境X体t*の推移を妃述するとともに.それと同時にi&行する.病者によって身体

的#官の披能的生程的変化として体較された七X体t*の変容ia樺を妃述するように努めた

のである これによって,心理的に了解可fEな病者の悔みと生理的な2化を基首にもつ休

tldt達的ま容のたd)に生じた苦Aが交iIする局地的かつ舟妙な様相を明らかにすること〟

本ZlのEj棟である

tl せX体牧の8t連仮税の必要性について

8者が*理的体牧を事後的にFt述する4含.その当の畑土件gEを成立させた.あるいは

知*体幹として想起するために採用された恵X様相 (モダリティ)を坪型にした青葉が用

いられる また,男達の時点で.内的過程やf*動的妃他を書I吾的l=把捉するための鋳型と

して特定の感X様相の青葉が選ばれるという可能性もある このことは他の惑Xモダリテ

ィについても当てはまるであろう 病的休抜の多くが rWこえた｣r見えた｣r(ltX的に)

感じたJ｢*った｣などの惑X者的な体俵の 訴̀え■として音は化されるが.その昔は化

にはそれぞれの惑X体鞍に固有の体験絹辻とそれに特t的な関連を有する昔悟が送ばれ,

'訴えーの成立における器官選択の間EEが密接に関わっているものと思われる

これらの諸点から.分裂溝の症状姐においては惑X様相の特性に沿った知X体族の絹達

的理解が方法姶上 不可欠のものとして要拝されると考えられる.しかも従来,知Xの基

礎姐は視XにtE重してきた嫌いがあり.聴*性の異常意味が主*に立つ分裂病性体按を姐

じるためには,qtX体験を範例にとった知Xdt連幹をf<みることにも価値があると思われ

る 本ZAでは.具体的な分裂病症例における也X体鞍のまTを理解するために.まず浪士

体攻のNF遣仮説を提示する机 これはすでに筆者が他所 26,27.29)で!lじたものなので.

ここではは始を進める上で必要な要約を廿潔に述べる.

Ⅲ せX休鞍の蛾造

1 境X休IIの受動性

扶暮に比べればItXははるかに受動的な惑父である4))我Xの受動性の理由は第-に.

fが物件 (発音体)から暮れて存在するものであること,とりわけ物が書を兼してからわ

れわれの所に至るのに時間を撞ているという音自体の性FEによる 44) すなわち,われわ

れのiのせ屯は常に昔の発生に遅れをとっており.尭iという事蟹の徒でしか成立しない

(捷父の事故性) このため.われわれは+に rせいた｣だけではJL休的対&の存在をSL
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実に把捉できない,挽Xにおいてはわれわれは見たものの存在をそのqLで (見ることと同

矧 二日L拝把握し.休畝の事後性はなく.枚X対&とのtl操的共存を;lLEする.したがっ

て,QEXは紬の存在を他の恵Xモ-ド.とりわけ挽Xや払Xに依存してfl諾する (対象把

理における他の惑*モダリティ-の依存性) 境Xの受払性の第二の理由は.われわれが

音の発生をその昔斉たる対象に負うていること.対象が発音しなければ我々はそもそもせ

くことができないという音と主体の現任によるものである この書の発生をめぐる事什は,

矧 二人のTや動物の鳴き声の場合にはわかり易いであろうが.Jt本的には対象が物件の4

合にも潜在している.われわれは.いわば対象によって七かされている,あるいは対&に

よってせくことを余書なくされるのである (尭書体に対する受動性)

2 せX休戦の三号枕造

ところで,われわれは耳に入る音をすべて捷Xの対生とするわけではfJ.-い 聴X芋官に

音刺激を受け入れているが,それを対象化して聴取していないときの自然的一受動的態勢

における牡X体牧は.聴X器官の生理学的特性に規定されたせX休戦のI底である われ

われはこの体tIFiのす群からはなんら意味を凍許していないが.しかし,これらの音群に

よって周囲の状況がいつものようであることを雰囲気的あるいは気分的に知らされてい

る これらの書群はいわば人間が生息する上で不可欠な r純舐りの音｣1)であり,｢日常

昔｣である 日常音群は次に述べる稔文体族の 咽】｣としての対&化された音矧 こ対して

態X体幹の r地｣となっており.r背景音｣でもある

われわれが能動的聴取態勢をとって音を対&化するときに成り立つ聴X体幹居は生活者

層と&敬音膚の二膚に分かたれている 生活音群の塘取においては,音の意味が境取の時

点に先だってJt体的に決定されている 生活書群は事実的*味を指示するだけであって.

それ以外のものを指示しない 事実的意味とは発音する物体のJt性としての七味と.生活

のtr¥や約束事によって定まっている壬唖である したがって,生活音は一種の信号とい

うことができる たとえば,ドアのバクンというiiは r開閉するときのドア｣という物の

書的な見性である机 r人の出入り｣というドアという物に特異的に付♯している事実を

指示するだけである あるいは.正午に中るサイレンは信号を尭するための牡輔の属性で

あL).また多くのtB合.星*の時r'1などの事実的意味を托せるという約3tの上に成り立っ

た仲号であって.それ以外の事を意味していはいない.このように,生活iFの意味は朱書

休との但書醐俵や畦取舌の身休生理的状態などの物理的法則によって.あるいはまた特定

の状況や文JFiの中での民族文化的規約によって.あらかじめ定められた r制度的｣な蒙昧
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群の中で意味定位がなされる29)

ところで,日常音と生活音の二つの音群は相互に移行する たとえば.戸外に耳を澄ま

していなくても軍人の柵宅する足音を耳ざとく聴きつけるような場合である この蛾合.

日常書層にあって対象化されていなかった音群の中から特定の書が対象化され.その昔が

具体的事実の杜候として捉えられている (撒侯音) カクテルパーティ効果としてZlじら

れてきた現象は,周囲のざわめきの中でも書吉し相手のFを捷取できること,いわゆる五択

的注t selecLllC atlcJISIOnの例である36) われわれはこのような状況でもどこかで椎かが
自分の名前を口にすればそれを耳ざとく聴きつけるであろう これと反対に.聴き馴れな

い経書にいったん耳を澄ませてみたが.しばらくして気にならなくなってしまうJa合があ

る たとえば,エ7コンから温風が吹き出る昔の中に異音があると気づいたときは注意深

く畦いてみるが.しばらく放壬しているうちに気にならなくなる この場合は,対&化し

ていた生活者が非対象化されて背景的になり日常舌骨に回帰していったのである 後者の

場合のように生活音群が背景的な日常青居に解消されうるということは啓X拝験にとって

重要な意味を持っている 対象化して音を放くことには主体の注意九 集中力を維持する

エネルギーが要請され われわれはあまり持株的に同じ音を対象化し続けることはできな

いからである われわれは音を非対針 ヒするこの日常昔膚のおかげで′常に昔に晒されて

いることができるのであり.聴Xの原理的な受動性に耐え締るのである 日常音居はいわ

ば.対象化した音が持続することを防ぐ提折井の役目を担っているということができる

これらの二膚の昔群に加えて.われわれが主体的に七味を吐き取ろうとするような音群

がある そのような音体験が指示するのは事実的意味ではなく,多分に情動的色彩を帯び,

容易に音は化されない心的内容であって, このような音とその指示対象との関係は象徴的

関係であり,このような音は魚撒音とすることができる 44) 生活の中で体挨する不書な

物音や臭輔に大きな昔あるいはかすかな音に対して,畦取の瞬間にある椎の衝撃を薮神し,

かつそれを書は的には十分に表現できないとき.青はわれわれにとって未知の意味すなわ

ち意味可能性を旺胎するものとなり.この意味可能性のためにわれわれはさらに音そのも

のへと表象力を集中させることになる

また,象微音の体験は一定の時間を要する時間的体験である それは音が時間的性質を

持つことと関連している すなわち.個々の音は随時漉表していき.それに伴って象轍的

な心的内容も沈衰するため.音による象敬体族が成立し続けるためには.一連の音が持続

的に継足し枕け.またわれわれがそれを ｢主体的に聴き取ろう｣とし続けていなければち
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らないからである 視点を変えれば,われわれは音がjt表するものであるからこそ.さら

に聴 こうとするのである.暮春は.このような&鞍休韓を促す象撫育の意味的成分を ｢音

的意味｣として払じたことがある26) (図1事照)

ちなみに,これらの日常音.生活音.象徴音は構造属性としての区別であって.通常の

状況で日常音として体幹されている,個別の書が状況の変化や鹿取者の心耳的 生理的状

態変化によっては.日瀬音.畏敬音ともなりうる たとえば.時計のチクタクという昔は

家事労伽中の主婦には体抜上は ｢聴こえていない｣日常昔であるが,家人の帰りを心待ち

にする時には一時を刻む書として対象属性としての意味を有するようになり.さらにまた.

家人のいない菜で過ごす寂しさを集散する音ともなりうる これらの諸様相は.おそらく,

文化的,民族的に個別に決定されているという側面もあるだろう

[図1]捷X体険の三層紙逓

･背Jt音厚 く日常音)-一一-聴X空間の ｢地J 自然的一受動的態勢

非対象化音,一●縄弓&リの昔"

意ZB的な意味体牧を成立させない

聴X刺#に対する種市帯

･徴候書簡 (生活音)--一一･一聴X空ti''lの r図｣ 能動的態勢

対象化音

尭書体の属性.事実的舌味を指示する

･象母音層 (象徴音)--一･･一主体的 r聴き取 L)｣

感光的衝撃

情動的色彩を帯びた心的内容を及位的に与える

3 聴X的意味体験における r制度性｣と rEEl有性｣

千古はかつて,意味体験としての知Xには.あらかじめ定められている体系的七味群の

中で書味定位がなされる ｢制度性｣という碩在的契規と.苦味可能性として梯能すること

によって個人の体験の一回性や唯一性を保旺する ｢圃有性｣という,V勢的契機を!Bじた

29) (図2参照)

この知X的意味体験における r制度性｣と ｢固有性｣の両契機は,音という時T'l的性質

を持つ知#対象においてとくに明らかな形で認められる 畦X体蜂においてはまず第一に,

聴Xの事後性.聴X対象の不確実性などの昧Xの原理的受動性は音という知*対象の物理

的属性と聴X器官の生理的特性と密接に関連し.物琴的および生理的レベルにおいて体研

一6-



的★味を規定する r制度性｣と考え得る.日常書と生活書が r地｣と r国｣をtK成してい

ること,両者が相互に移行可能であること.日常手早が牡X体牧の捷析帯になっているこ

とは牡X的書味休tIが成立するための体較練達レベルの r制度性｣である さらに.生活

書において生起する位候的七味は物体の異性や℡tr的意味などの事実的壬味規定として♯

いており,これらは社会的レベルの rN度は｣である.

[図2〕知*的七味体牧における r制度性｣と rEE[有性｣

垂X的入力 . >> 表k的前七味 -tJt化不能 ･伝達不能

七味可能性,拝板野有性の朋示

,V在的七味契故

… 鼓R tB -1-,州 帥 -附 ･捌

I_,_/_,_,艶 91_′｣ 叛在的桝

-J一 制度的意味規定

- 直接的感X衝撃

これらと異なり.東棟音は制度的意味を伝える音ではなく,われわれが体験している昔

そのものの七味 (｢音的意味｣)は.制度的意味が定位されるn段階の,いわば r表象的

¶七時Jである -椴に.竜X体験においてはわれわれは常に書から r制度的意味｣以外

の r書的*味｣を受け続けている たとえば.対指におけるFは頼にその昔は的意味以外

の音声的刺戟を有しており.われわれは無にそれを舌玉音的に把捉してその兼知性を解消し

続けている もし.他人のロqから ｢掛ま怒っているのだ｣と確信するならば.その人事

の rその他の｣意味可能性はいったん消失するのだが.もし人Fにそのような安定した七

味を兄いだし許ないとき.意Zt化するにせよしないにせよ.われわれはその人Pを未知の

意味を妊胎するものとして体壊し続けているのである しかも書のtt取は-回的な休族で

あり,同一音の再tt取は原理的に不可能である 会話における人の声は次々に8起し.千

の加度われわれは音の体鞍の-E)性と受動性にさらされる1=め.われわれは常に追い菜d)

ることを余せなくされ.また常に意味決定の羊iAを受け枕けることになる このようなと

き.書の書起はわれわれl=固有な (制度的でない)七味可能性を開示しfIけている &故
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音の体験は r表象的n意味｣における意味解決不能性とその ｢表良化｣による意味可能性

を特徹としている このように,時間的知Xである暁光では,無暗r'l的な知Xである視X

に比べて.知X的意味の成立に ｢表象的前意味Jが関与する度合いが大きく.知Xの両暮

的性斉 (音のft動的彰書によって喚起される爪音ほ的な表象が体族にEEI有な意味可能性の

潜象的契機を与えていながら､ これと同時にその当の音に対して､体攻の客粗的性格を与

える制度的な意味定位が成立している､という両暮性)が頓在化しやすい

さて,以下に-群の精神分裂病患者が訴えた特殊な病理的鹿X体塀を妃述報告し.それ

が,上妃の暁光構造仮説に照らせば,どのような練達病理として理解できるかをlAじてみ

たいと思う この特殊な病理的鹿*休戦は,筆者が見たすべての分裂病患者が一様に陳述

する性文のものではないが,少なくとも分裂病性の多様な病理的知X休鞍の-局面を示し

ているものと思われる 筆者は,この体験局面の構造的理角引こよって,分裂病における聴

X的意味体験と知Jt変容との関係の一埠が窺い知れるのではないかと考え,少なくとも分

裂病の亜型群における嘘Xの病理を理解する叫緒を切り開くことができるのではないかと

期待している

Ⅳ 症例提示

症例は千着自身が治療に当たった5例の精神分裂病である 診断の吟味はDSMⅢ-R

によったが,いずれも295x.t Schl/Dphrcll'aと診断された 5症例とも陳述の時点では.

盛んな分裂病性幻聴と妄想を呈する急性期を経過した後の比較的安定した時期にあった

なお,長期観察した結果,5症例とも軽過型としては慢性型であることが確かめられた

[症例1】22歳時初発の女性.美術大学2年生

元来の性格はおとなしいが.何かと気にしやすいところがある 友人は少ない 努力妻

であり,いったん短大を卒業した後に4年制の美術大学に再入学した 22jt 時,アルバ

イ ト先で過労気味であったのに加えて.ある男の子に好きだといわれて悩み始めていた

その1ケ月後.上司が転んだのを見てみんなが実っている時に息に泣き出した "不幸な

人のことを笑ってしまった■と言った その後しばらくして.言動にまとまりがなくなり.

不眠が続き.ある朝早く人に会うと育って出かけようとして激しい独ほを呈し矩急に入院

となった 急性の幻X妄想状態は比較的速やかに安定に向かった 入院後3igめに以下の
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ように述t*した

大学生になってから父が仕事を王手めたたd),謀計のA担にならぬようにアル′くイトを始

めた 仕事はま外にAEしく.いつクE-になるかわからないと考えて不安になっていた 先

生や同便の書う書兼の一指一句に注意しようとしていた 7ルバイト先はたくさんのfW'1

がいるFやかな所なのだが,自分はそのEやかさの中に溶け込めなかった いつの頃から

か.その明るい■やかさが自分には遠いもののように感じられ.耳に入らなくなった そ

れと共に.他人のごく些細な書集までが気になるようになった rこんにちは｣という青

葉にもその暮の七味があるのでは.と補えるようl=なった そうしているうちに.それら

の音集の意味が′(ッ/(ッと閃くようになった.閃いていてもその意味がすぐにわかると舌

うわけではなく.表と暮の意味で心が坂リ回されているようだった H Lだいに考えが

旺盛になってきて.いろんなことが頚の中を軽けめぐるようになった 自分は他の人と仲

良くしなければならない,人を避けるような所があるから.みんなに溶け込もうと考えて.

kqの仲間と旅行してはどうかなどと考えていたと思う ･ そうするうちに自分の考え

がせこえて乗るようになった 善玉と悪玉の声であった 思いもかけない悪玉の考えが頚

の中に浮かんで兼たかと思うと.それを止めようとする自分がいて,この二つがせめぎあ

っていた 頭の中であまL)入れ替わるのでどちらがどちらで- ･何だかわからなくなって

苦しかった 自分の考えが悪玉と善玉にころころ入れ替わるようだった 悩みの感じを書

うと,自分が ｢こんにちは｣と育ったことが善だとおもうと,相手が ｢こんにちは｣とそ

れより先に書ったことのほうが善になるので,自分の rこんにちは｣は悪になってしまっ

たリ.それでも自分よりも後に rこんにちは｣と書った^,自分に rこんにちは｣と答え

てくれなかった人に悪を転じてこわくなったリ ･

[症例2】3持it.初診時初発の主婦

近隣に対する朋休妄想および緊迫した世界変容体鞍ないし妄想緊張.不眠.*思不振な

どを主訴に外来受診した.初診時から烏的拝験を詳細に書指化した.薬物赦譲が比較的幸

功し.初Zi後4回目の捗専時に発病当初について以下のように暮iった

方々の辛の雨戸がビチヤツと閉まる書がした.雨戸の閉まる書にf色がついてきた一私

が辛の中でしていることと符合するようだった 音に何か七味があるようになっ1= 冷泉

JL 洗濯牡.脱水tAの音が異様に大きくなったリ,反対にまの周りがJt♯なほどシーンと

なったリした 何か起こっていると書う感じがあった 窓の閉まる書が気になった･書孟
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の書とそういう音では何か違っていた そういう書が何かの合凶なのか.何でもないのか.

わけがわからなくなった 何なのか杜かめたいと思うが.何をどうしたらいいかわからな

かった 暁の人の轄段を昇るfも気になった NにVいた 他の書はシーンとしているの

にその昔だけfいた.速くの救急車の一 手のバックのときのビ-ヒーというiFなども.

やはり何かのl書号かとも患った

｢自分の斉の局L)がシーンとしています fが押えられているんです 舌が音を立てて

いるのに,それが伝わってこないんです ほんとになんと書ったらいいのか不自然な -

下の書の物音 (洗濯tL 水洗 トイレのir)がまったくしない ･- 救急事などの音机 こ

のシーンとしたのがゆるまって洩れて烏こえるのではないかと-- これと反対に.壬の

中の物音がものすごく大きくせこえるときがあって 托姓牡の書なんですが.本条は.

昔のr>かなtkほなのに ･ 寺ではfJ.1るペ(書を立てないように細心の注書を払っていた

んです 音を立てると,迷惑がかかると思ったのと,音を立ててこちらが何か抗托してい

るようにとられるのを警戒していたからです そういうことがiFの大きさで決まってしま

うようで,茶事をするにも今の音は大丈夫かなとピリビリしていました そして.音を出

してしまっf=故.能操様を使うときなんかに.ご近所に気を使う気持ちと近所の人から*

められるJ:うな1気持ちとで苦しくなりました J

[症例3]40歳男性,24歳時初発

過去に急性の幻X妄想状態による入院歴が2匡】あるが.2回とも急性期の盛んな陰性症

状は比較的短XWIlに消擁している 現在は.ほぼ箕解状態にあL).iLに3回位のアルバイ

ト生活を送っている 2且に1回の通院であった机 予定外の日に急iL来院して訴えた

17日にアJt- トの周りの7rが.あっftのことかな,と思った,被害妄想が出た,自分

の悪い瓜が出たかな,と思った.あのままのめり込んでいたら危なかった その時自分は

Jb行 (宗教の行)をしていた 病気で入院中の母(=おJIEjを送っていた それが終わって

しばらくして,テレビでもつけようかなと思って少し隣のことを気にLI=ら.●おれも昔

はよく送ったもんだよ■とせこえた-このtl机に,蛸からドンドンという音がした 少し

うるさいな.と思った (かなり強をしかめる)･軌 二九が向いた･そしたら,周りがシ

ーンとして--珠が暮っ白にfJ.-って.ただぼんやりテレビを伐ていた 7Lがした 例の特

別なTで.幻tU='とすぐわかった 弄Eg気でわかった･怒ったような.いらいらしたよう

な.自分に対して育っている声だった 独特なFだった ぁ̀っ.あれだ,いけないtと
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思った

(鼓Elnに)書探しをしていて.面拝に行った 圧圧暮も出してあった.不採用のt話

がこの日の夕刻にかかってきた その後のことだった ちょっと.損を朱にしてみたくな

つたりして- .シーンとする 物音がクリアーになる 伊の7F田丸を気にする 紛れる

ものがあればいいが ■紛れを入れる.そういうとっかかりがほしくなる.■シーンとす

るときには.すでに前にもあったことだとわかっている しかし.(シーンとしてくると)

反省できなくなっていて その後で,Fがせこえる.その瞬間に症状だということを忘れ

てしまう 7Lが麓こえてはじめて.あっいけない,とわかる まさに舟である

このシーンとする.物音がクリアーになるというのは*気になるnに.Zlitころにも

あった.そのときは,今回のように短くなく持fI的だった 不採用の宅指のとき.そばに

人がいてI吉ができたらこうならなかったと思う.

[症例4】22Jt時初発の男性 理科系の大学l年生

大事 1年の夏休み明けに幻鹿と共に被害朋俵妄想を且し,母に付き添われて外来受診し

た 受検勉強一筋できた.という生暮面目なす年である 人づきあいははではないが.8(

音障害があり,喋L)かたが普通じゃないと思われることを井に書戒しているという 初診

から数回の面接で述べたことを拾い上げて示す

書枚の物理の先生I=なろうと思い,大学では物理学を頑張ろうと思っていた しかし.

科E)が多くなリすぎて■理だなと啓じていた コンピュータから述げていたと思う 実は.

コンピュータが好きではない 理科系の大学に入ったのl=煉枕が好きじゃなかった -方.

大学入学tl後に赤十字のボランティアの88に入った 月に2回.老人施投で老人の拝し相

手になったリ.捕除をしたL)していた さらに丑に1回.盲人に本を扶むという奉仕活動

もこなしていた 一年の8月にはいり,テスト勉強を始めた 下宿がさくてなかなかはか

どらなかった 机についてはやめ.また机につくということを練り返していた 書号なの

かな.できないのかなという考えが頻繁に起こった それで,8月下旬に自宅に戻り.し

ばらく白玉でのんびりしていた ある日.自主でぱーっと絹になっていたら天井から自分

の書えていることがせこえた おかしいなと思った .テストが終わった頃の控事で控

兼内容を附かすにぱーっとしていたらFがした ')00 メー トル7.5秒で走れる■と 次

にそれに対し. そ̀んなのできるわけわーだろ･ばかじゃねえが という声がした 当初.

こういう声が皆にもB こえているものと患っていた.このLiは.tL輔的な7Fでなく書道の
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人のPだった 自分の悪口を育ったリ.自分を救世主だと書ったり,救王でも部島全体に

鳴L)書く数人のPがした tI経を遺したJ:うな.人工的なPだった クラスメイトも吐い

ていると思った そんなクラスメイトの持し事が気になって.気になって -･ 自分の改

ろの方で.自分のことを托し合っていると思った

A呂のとき･朝丘きたとき･gEる抑 こ特によくせこえる.練群的な声だが.人格がある

ようにも思える_今 ●唖を飲んだな●などという 皮内や批判などは恵じない ただ事実

を書っている.しつこいので ●いい加強にしろ■と書いたくなる.人と全点しているとき

には牡こえない 心を突いてくるから金持になっちゃう 人の名を思い出すと.それを言

ラ.追求してくる.●そういえば,昔そういうこと,あったわわ`なんて 今までのCEの

行動を見てきて ･ ,小学校の僕の行動を全部知ってるんです 結局,自分自身じゃない

かと思う.

2E3くらい症状がない日があっても.少しシーンとすると幻せがあったよ,と母にもら

す

[症例5]21it女性 IJit時初発

中学2年のときに幻X妄想状態で発病し.短期r-1の入院の経,通院を枕けながら.なん

とか書門学校を卒暮し,現在は自宅にいる アルバイトも拝みたが,同僚への関係妄想が

出現して.自分から辞めてしまう しかし.通常は.斉庭内寛解の状態で.毎回幻攻を訴

えるようなことはなくなっている #に患者の訴えのテ-マとなるのは.何もしていない

でぶらぶらしていることに対する引け目であり.また労力して始めたアルバイ ト先のおば

さんやデイケアでの仲間が嫌っているんじゃないか.はでこそこそ悪口をいっているので

はないかという懸念である そのような緊iAqL面を軽IIすると,幻境を訴える除の切迫度

が元まる 以下のような訴えをときおり訴えるが.内容はいつもほぼ同じである.

シーンとしているときや,ぼーっとしているときに.flる机に ●ばか■とか ～̀してる

のPとせこえる. 昼間は.矧 =テレビを牧ていて.書粗が終わりテレビのスイッチを消

した後に,何かシーンとした感じになり.そのときにせこえる 一人で幸にいるとき.揺

-としているときにやはり多い デイ･ケアで自分は姓われてるんじゃlJ:いかと,何かこ

そこそ書われているんじゃないかと思い至うつになる 若い子が多いので付き合い方がわ

からない.いつも,千,何を言われたのかとか考えtLしたL),人の書集に気をつけている

)51の女の子がいる,普段はいい子fJ:んだけど - トイレに入っていたら.始めはシ
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- ンとしていたのに突然コンコンと音がした.JL初は*祝していたが.なん度か拙く,也

なきやだめなのかなと思ったが.出ることはないと思って書祝していた.しばらくして何

度めかのコンコンという書がしたのでコンコンと叩き返したら,●早く出てまいよ !●と

すごく兼っぼい叫子の7kがした その子のFだった すぐに出ていくと, トイレのどこに

もその子はいなかった.細長に戻ってみると昔で指しをしていた このことを考えるとテ

レビも兼しめない_

V 分裂病性幻ttに抑1匹する畦X体鞍柵連の変容

捷示した症例において報告された幻畦の先生の前後に現れるft*体族の変FEは.上述の

烏X休♯の8KiB仮説において,r日常音居の♯失｣と r生活書の抜染制的対&化Jとまと

めることができる 通常,n者が後者に先行すると思われるが,この二つの事象がほぼ同

時に体tiされていることもある 以下に,それぞれの様相を述べる

1 日#音Fiの書失一一一一r*書体牧 J

conrad,K7)は異常意味簸現の相期を生じるにあたって.一眠っているも市の夜の仲けさ

の中にある如LEで''書きもの机に腰をおろして兄に手紙を暮いている兵士の症例を取り上

〟,"まさに 'Pかさ-のため.すなわち.聴Xの蝿が空虚であるこの4からは,塔音は

複文その他の惑Xの4構成成分にくらペてもっとも強く時だつものであるr'と述べて.患

者がそばにいる椴友のいびきに引き寄せられてい(様子を妃述している CotlTdにはこ

の症例において.戦友のいびきの意味体攻に注目しているのだが,暮着はむしろ.この '

粁かさlにも注巨すべきではないかと考える 本aLにおいて提示した症例では,異常意味

の体IIに先だって.あるいはそれとほぼ同時にあるAS寂を休牧しているからである

症例1においてはrアルバイト先のqt吸が耳に入らなくなり.遠いもののように思える｣

と述べられ.症例2においてはr自宅用EElがシーンとなって局曲の生活の昔が即こえない,

音が抑えられていると怒じる｣と嫌述されている.丘桝3においては,Jh行の後のつかの

r,1の仲寂の間のこととして r険の幸の物音がせずシーンとしている｣と述べられている

また,症例4では患者は.rtlていると.rIかになると.ttこえているのfl(わかる 且昌

のとき.輔起きたとき,tlるnにせこえる 18Lになると.せこえる する巾.Alかに

なると,-あー.きこえてるんだなIと思うJと陳述し,また.r2日くらい症状がない

日があっても.少しシーンとすると幻聴があったよ.と母にJlらす｣と租告されている

さらに.長幼5では.rシーンとしているときや.ぼーっとしているときに.gEる巾に -
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ばが とか -～してるの-とせこえる. 星F'11ま,矧 こテレビをtLていて.書且が終わL)

テレビのスイッチを消した後に.何かシ-ンとした患じになり.そのときl=牡こえる｣

と述べられている

暮者はかつて.このような rシーンとする｣という体験を ｢*音体験｣として妃述して

報告したが 27).分裂病性幻態については,ぱーっとしてTlているときなどl=多いという

持柵が従来からある )7.18.19.451.たとえば梶谷は.分裂■性幻牡の発生する状況として

rzIJ*と偏推された状況｣と rtXが弛接した状況｣を書けている )9).ここにだ述する

r+書体検Jは.後述するように.この二種の状況と表暮の関係にあり,しかもこの二経

の状況の性flを併せ持っている.

rk書休鞍Jl=ついて以下の諸点が持蛾できる.

(I)｢*書体tl｣は息X体tifK途上の日栄iF群の書集である 病者にFLnこえなくなってい

る音は.書叫の4噴 (症例1).階下の物音や自宅周EBの音 (症例2),陳菜あるいは周

i)のh書 (症例3).aEているときや,朝丘きたときなどの日*生活の周囲の物音 (症例

4).テレビのスイッチを切った時などにしているはすの音 (症例5)であるが,これら

はいったん対&化されても常に背景化しうる r日常書｣である つまり.病者の訴えは文

字通りには r周りに音がしていないJあるいは r周りの書がiLのいている｣という主弓Iで

あるが,あらゆる音の聴取がそのようになっているわけではなく,その実F的意味 は.日

頃頼lこWこえているはずの音がFLIこえない,あるいは速のいているという不自然な瞳X体

鞍である 上述したように,日常音は周りの状況がいつものようであることを気分的に報

せるという役割を担っており,日常音の去矢は境X的l=周りの様子がわからなくなる体験

ということができる.この意味で,r書書体挨｣は梶谷の昔う ｢Zt境と隔絶された状況｣

と考え縛る

(2)千着が遭遇した不完全寛解期の分裂病症例に関する限り.｢書手拝辞｣は幻ttをeくtl

巾の件鞍として報告されることが多く.また,持続性のものではなく挿r'･l性のものとして

訴えられることが多い さらに,この訴えと同時に.rぼーっとしている｣など病者自身

のtJtの状態が陳述されることがある-この点で,梶谷の青う rtJtの弛接した状況Jと

共iLする性ftを持っている机 七X態勢としては日常書を附いているときの自然的.受動

的態勢にあると書うことができる.

(3)rk書体挨｣はしばしば,勤行をやめた く症例3).+I起きたとき (症例4),テレビ

のスイッチを切った (症eI5)などをきっかけに起こる すなわち.r*書体抜｣は病者
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がEl耕音をMくのに即応した自然な受動的啓!引二入ろうとしたその時に始まるようであ

る したがって.これは早に畦X体境における変容1='けでなく.聴文体壌屠r=即応した聴

取魅努をとることの不能とも考え得る.

(4)全症例を通じて,病者は周L)の不自然な掃けさに対して.いつも通りの音を聴取しよ

うと拝みている すなわち.｢叫こえているはすの音Jを ｢せこうとする｣ことによって

取り戻そうとしているのである たとえば.症例3では.一紛れをいれる.そういうとっ

かかりがほしくなる●と述べられ.病者なりの対処法の模索が報告されている このとき.

病者はとりあえず耳に入る音を rとっかかり｣にして,それを能動的に対象化することに

よって喪失した音群を取り戻そうとしているのである

しかし,E]#音暦の兼矢という事軌ま音を能動的に畦こうとすることによっては解消さ

れない その理由は.叫的に雅対象化書というNf連的特性を持つ日#音を対象化して取り

戻すことは不可能だからである 一般に.｢軌 と ｢地｣3㌧38)あるいは ｢机Jt｣と ｢背

景｣35)として括られる知覚体験面において.｢図｣と｢地｣は柵達的に-対の関係にあり.

r地Jの表矢は必然的に十全な形での ｢匡lJの成立を妨げている したがって,日常菅尾

の*矢はこの聴X居を ｢地｣として浮き上がる生活音群の r匡】｣としての成立の障害でも

あると考えられる このときに病者が敢えて畦こうとして暖いている音は.｢地｣-｢tgl｣

練達をもたず[=浮き上がっているいわば ｢不全型の生活者｣とならざるを得ない

たとえば,症例1では病者は r鞍唖の明るい賑やかさが自分には遠いもののように感じ

られ,耳に入らなくなった｣のとほぼ同時に,｢他人の些細な青葉までもが気になる｣と

体挨しているf)(. これは希薄になったE)#音膚を背景にして特定の個人の声が異様に気に

なる昔として体壊されていることを物繕っている 症例2あるいは症例3における r異様

に大きな音｣.T隣のドンドンという音｣などの聴光体操も同様のものである このよう

に,日耗書簡の*失下では.ある種の疎鼠 あるいは女矢が体験されると同時に.背景

(｢地J)を持たない異様に突出した音 (｢団｣)が体鞍されている このような体較局面

は.鹿*体験における搬人体族相当の体験あるいは疎隔体幹および惑X過敏であると考え

られる

(5)r兼昔休族Jの病理は,体験の自明性女臭と言われる 2)病理とも関連している いわ

ゆる体験の自明性の成立のためには.知父対象に自明な意味が与えられるだけでは不十分

であり.それが意誰的反省の対象とならなくなって非対象化されなければならない すな

わち.畦X体塀における自明性には音の ｢地｣からの ｢匡l｣の析出と r匡】｣の r地Jへの
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回柵すなわち.知X対&の対象化とyF長化の両方向への書味の運動が不可欠だということ

である.上述の捜X体珠のHt連仮説に即して言えば.iFに事実的な書味解決が与えられて,

それ以上の新たな発見的壬味の余地がなくなった上で,El*音符へと回Nlして非対象化さ

れうるからこそせX的士唖体玖l=おける自明性が成立するものと思われる.

(6)このように分裂兵書の中のある種の一群が r*f体♯｣を日栄.捕実に軽tIしている

と思われる机 それらがそのホ度報告されることは比較的少ない その理由の-つには.

この件牧のtL雄に幻牡が件鞍されるために反省士Xが ｢★書体較｣の方に向くことが少な

いことがあげられる.しかし.症例3のように r■書休挨｣そのものに幻毛による黒牛意

味休珠を予期して那 ■を井める点者もいる この緊弥まある種の ｢頼整Jとして訴えられ

ることがある反面.いわゆる七味妄想 15)類似のものとして症状として報告されることも

ある

(7)｢*i体牧Jと類似の訴えが.山口らが提唱する r知X,TA乱発作｣の妃速の-*に見

受けられる 46).その例では.一電灯の光が長く伸びる-などの視X的訴えと共に 一部屋

の中や外のJt色がしんと仲かになる (*書のように)"と報告されている しかし.r知

x浪乱発作｣は,その発作的性賞,病者が苦痛であるとして治療を求める点すなわち明確

な自我違和ft.抗不安兼が幸功する点,またなによりも再燃の前甲であることが少ないと

いう点で. こ こで報告する ｢無音体族｣とは異なる 本汝で妃述している ｢*音体験｣は

病的な異常意味の出現に前駆していることが多く.幻聴体牧との密栓な関itが示唆される

性芹を持つものと思われる.しかし,同種の現象の出現局面の逢い,という可能性もあり

今後検討していくつもりである.

(8)｢シ-ンとした｣rぼーっとしているJなどの訴えは.病者の陳述に沿う降り･自分の

走去した状況に伴う牡X蕃官の変化を伝えようとするものであるか.純粋に自分の竜*牡

能の変化を伝えようとするものである 重要なことは.この訴えにおいて.病者がなんら

心理的状況を描写しているのではないという点である.すなわち.点者にとっては境X牡

能の生理的文化なのであり.またこれを配述する文JRは身休兼官の横能の様態をk!述する

という意味で.r生琴 (学)的文脈｣と言わざるを*ない

2 生者書の鞍強制的対象化一一せXの生理的変化の休戦妃速と心理的文JFE

r*書休tAJの後にあるいは.ほぼ同時に,点者はある特定の書に書き付けられてせか

ないでいることができなくなる MattJSSCLPl=よって知Xの襲tl30)としてZAじられた局

面である.病者は ｢他人の些細な青菜を気にして暮の意味があるのでは.と拭えるように
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なり｣(症例1).雨戸の閉まる音に音色を感じ,冷iL年や洗濯仇の書がJt様に大きくW

こえて.r何をするl=もこの昔は大丈夫かとどリビリJL (症例2). ドンドンという瞬

手の物音をうるさいと思い (症例3).rクラスメイトのPが気になって｣しかたがなく

なり (症桝4), トイレのドアのノックに耳をまます く症例5).このようなttt為政性

は部分的には,上述の日食手書矢の耕達的枯捨すなわち不全型の生活書の休軌である し

かし,E)♯書の暮矢のためだけfJ.Lら,不全型の生活者はあらゆる生活irの突出として体牧

されうるはすであるのに,病者の報告を検討すると,清春は各症例毎に特定の生活昔王引こ

対してia故になっている

その一つの理由として指姑できるのは.匂々の群書がそれぞれに生活史上の事付によっ

て特定の性FEを持った人7kや音群を亀こうとする心理的Ntえ 岬 をもっているという点で

ある.群青には不安な状況やあるいは rぱーっとしている時｣などに何気な(耳にしてし

まう特定の書群 (｢特集的ttX対象｣)がある そのJ:うな吐士における府が身についた

妊杜は烏有の書かれた心哩的文簾の中で了解的に見て取ることが不可能ではない 症例 1

でホ舌が ｢他人の言う青葉の一括一句に｣注意するのは.家計の窮乏のために学茸を権ぐ

という使命をもってアルバイトに専心し,熱心に■qH=適応しようとするためである (特

A的畦*対負-鞍JSでの他人の一指-句.とくに挨拶の書架) 症例2で,患者が.大き

な物音が近隣への迷惑だという気遣いに支配されていることは,都市近矧 こ住む主婦とし

てはむしろ常地的な配慮として理解できる (特異的聴X対象=生活上の物音,とくに家事

のA中の物音) 症例3では.兼庭内寛解の状態が長い達者が何度か挑戦しては失敗して

いる批書面拝の轄具を告げる電蕗を待っていた この期待と不安を背*に.病気の母の形

書で始めた宗教の勤行を近隅からの苦f*に暮威しながら行っている 夕刻に不合格のt指

があった そのような状況下でいつも通りのJh行を終えたときに.隈の物音に耳をすまし

たのである (特異的聴X対象-勤行の後の旅の物書) 症例 4では.人一倍まじめな患者

が自分は遠んだ羊兼に向いているのかどうかに悔んだ挙げ句,捜暮をせかずにぽ-つとし

ている おそらく.そうなるまでの患者にとってに.授業での教師の一指一句が叩きのが

せないものだったであろうことが推井に叛くない (特Jt的壌土対*=学暮にまつわる教師

やクラスメー トの書集)_症例5で,患者が周曲の声にせき耳を立てているのは.患者の

生来の自fBのなさに関焦し,矧 こはわれているのではないか.こそこそ位で何か言われて

いるのではないかという懸念が拭いきれないからである (特Jt的也X対&=学校やデイケ

アなどでの友人の■).
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これらの特定のせ-のかすかな追払性は病nJ=は点者自Jrも自X的に士Jkしていない積

LIの些範な心理的tA向である (症例4のように.このような書をせいてしまうことを -

いつもの*'として白XしているhL合もある).この些細な特定昔へのこだわt)が r*育

休♯｣(=引き抜き惹起された不全型の生活音の鳥取というtX的拝玖8r進の兵理としての

せ*追払 二王tする すなわち,E)瀬音去失下において弁舌は r何かとっかかLJがほしく

なりJJIt*の書に耳をすますが,このようなLr牡き屯り｣の筆勢の中に生活史的に身につ

いた些細な■が出るのである ■舌は様々な生活書群のうち,それぞれの生活史の支点に

おいて故慾であった特異的ttX対&に若き付けられていく ついには.病者にとっては七

Xの生理的文化と体較された一差の状態の推移 (書育休挨および不全型の生活音の境取)

那.病者の舌底に関わLJなく.その状,'R下での心理的文脈の中で休牧されることになる.

生活の甜事什から*意兼的にではあるが rせきとろう｣としていた音群が.不全型の生活

書の境取の対&となり,肩書はそれらの特定書評を態かすにはいられない状態に陥るので

ある

頼者が特定の生活者に惹き付けられる現象にIL さらにもうーつの*味休戦とはtL株関

連しないは途上の理由がある それは,本来.音は対象化され続けると.次号引こ.ある種

のゲシュタル ト的性flを舛え,r何か｣を意味するポテンシャルを持つようになる.とい

う書そのものの性flによるものである SlraLIS,Eは.異国の地での塔音の例をあげて.普

が発書体の尾性としての性芹を刺青されたときには必然的に書そのものがゲシュタルト性

を有する,と述べている 44) すなわち,音は.たとえ書ほ的な音Pであっても,その推

念的意味がわからないときには.音そのものの表付を持つようになるのである しかし.

これが成立するためには,音が連続的に杜起し.それが態h者にJ:つて拝捷的に対&化さ

れていなければならない.fJ.-ぜなら.先述したように.一書によって与えらる刺汝は蛎時

に9(*するからである i&#lま.このような常にiFが王味可能性を持って契挽し続ける毛

X状況はあり得ない (音楽体鞍がその例外である) この状況では,書はその発音休のJi

性としての性格を失い,物音の事実的意味や音声の社食的意味よリもそれらの ●書'とし

ての性東が爪★化する rおはようJの青葉は挨拶であり.r陰謀のガタガタという音｣

はたとえばゴミを捨てる音である,などの事実的意味の把種.すなわち制度的意味群の中

での書の*味定位はその都度行われてはいるであろうが,それらの意味解決の後も不全型

の生活者は絶え仰なく推起して病者の耳を引きつけるため.書はあくまである経のゲシュ

タル トを持ち挽ける.
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l

この馬面の病者がせいている特定の手許を上妃の稔X桝逓伝技に照らしてみれば.それ

らは■故書としての性格を持っている.第-に,点者は (堆強制的にではあるが)rttさ

とL)｣の態勢をとり続けている 第二に.書が事実的七味を指示せす,書そのものの立付

を持っている.すなわち,点者が対&化している音は81度的暮味定位によって背Jt化せす.

したがって頼l=対象化されて.昔そのものが有する正味可能性をはらんでいる Ll=がっ

て,この局面の勇者の牡暮体牡においては本来の三滞納進は書失され,ただ&放せのみが

存在するということができる.清春は&杜書を七かすにはおれなくなることによって.固

有の七味可能性の領J&-と押し出され,その領J*で表&力を軍使することを肇事されてい

る 清書の七光的休扱世界は.制度的意味定位とは*捷な,書的七味によって形成された,

そしてEEI有のt味可能性にMかれたままの不安定な状態であり続けているのである (EE)

3●■)

lEE)3]分裂病における r*音体験｣

[日常書/背景音斤の兼失】

ll

r*書体壊｣(シーンとしている) ･ AL人体鞍 疎隔体検

不全型の生活者の聴取 ･ 聴X過敏

ト特異的聴X対&.成立の経緯が心理的文脈にある
特定の生活音の社強制的対象化 .制度的七味解決の不能

Il

固有な意味可能性

このように r書書体壌｣とそれに引き抜くtl勤的不安は.牡X補益という視点から見れ

ば.牡X的七味体族における ｢制度性｣書矢とそのために状達的に挿絵する薪舌EE有の意

味可唯性の中の架Stとして善耳できるのであるが.このときの点者の悩みはどのJ:うな分

裂薪的文Xを鞍るのであろうか

Ⅵ tJt体挨nt並変容から見た分召点者の悩みの性flと両価性

Ir書書体tIJ下の分裂病者の市価性

この境父体験紙進の変容過程での演者の悩みは非常に両価的な性FEを有し,しかも有故
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約七珠美関を失ったiE化した■理を持っていると思われる この点に注壬して.症例ごと

に弁舌の悩みを再度,整理してみることにする 症例1では.*号的な悩みであるかのよ

うな r書と志｣が休戦に根ざした現実的価廷枚を伴わなくなっている ホ舌は表と事の七

味.(友人より)先に言うか綾になるかなどの書抜的あるいは姐理的な二性井に依存して

書右を決定しようとしている.丘912では,iFの大きさや小ささあるいは有書と*音の状

態に他事/牡書という壬味の可能性を見ている 周りの青々があまりにシーンとしている

ので自宅で大きい音を出すことは rご近所に迷惑｣であるという了解文折は有り'得よう

しかし,ここで間JIとなるのは.近所とのつきあいの間IがiFの暮事的JR性に依存しすぎ

ることである 頼者は音の大/小によって他等/妓書が決まってしまうとまで体壊してお

り.しかも.fの小ささと被書,大きさと加Tが対応しているのではなく.大一小と他等一

故事はその都度いろいろな組み合わせで有り縛るようであり.その点で必ずしも r音が大

きいから陳に迷惑｣などの了解的文脈には合致しない だからこそ.rわけがわからない｣

のである 症例3では.何回目かの就鞍面接が合格か不合格かを心記して電話のベルが鳴

るかどうかに注意しているとき,推い気持ちで隣の物音に耳を澄まし,音の発生/書青と

いう知X上の区別にひきつけられてしまった,この症例はいわゆる不完全其解の状態で長

年を軽過した例であるが,点者が自分の悩みと7R育休挨中の自分の考えの混乱とを区別し.

さらにそれが発症につながることを自覚している点で他の症例とはAなっている 群書は

陳を気にしてみたとたん.h行や就椛にまつわる悩みは当面の間tlではなくなり.｢シー

ン｣としてしまったことや物音がクリ7-になってしまったことの方が重大になってしま

うという比柾をもっている.この例ではその後1=だちに幻せが出現し.病者が ｢いけな

い ･｣と我に帰ったように昔戒心を持ってこれに対処しようとしているので.惑X体牧に

おけるt味の動揺の様相はあまりはっきり訴えられていない 症例4では,テス トの隼竹

中に自分の毒性や能力について,向いているのかどうか可能なのか+理なのかを悩み.帆

につく/ALれるという頼同的行動を呈している この症例ではせ*8t並としての両価性の

悔みはあまり訴えられていないN,この r･できるかどうかJという悔みは比較的速や

かに幻掛 ヒし その幻竜には 100メ-トルを75秒で走れるかどうか.自分は救世主であ

るかどうかなど.本来の可能/不可能という形式が荊F)されている 症例Sでは, トイレ

の ドアのコンコンという書とF,寂の漁り返しに,dtわれている/姓われていないというt

味を関連させている この*舌にとっては.音と仲寂の関係が間qなのであり,そのこと

は挽ていたテレビのスイッチを切ったときの rシーンとした｣体幹によって幻畦が拭活き

-20-



れていることからも推零でさる 者と書の間のr帽 の中に入るとき.演者は次の書にtIさ

れること-の緊Stを元d)る それはちょうど暮田に入るときの幣経と同fEのものである-

uEわれている/妊われていないが音の先生/JI寂と何らかの醐保を有するかのように拝敬

されているのである.

このように症例において,ます生活の諸事fIが持み合う有牡的文脈における多様な苦味

辞が書/慕,他書/妓書などの二権的な r表象的七味｣に収赦していくという横内が認め

られる この強引な二元的七味への還元は.Minko≠sklE.32)によってJlじられた薪的合理

主Aの様相を懇たさせる.このように点者の悩みが二様8t達に収触するのは.一つに知父

休tIにおける r制度的苦味｣がそもそも両書的lJL一位rlを有することに関係している 31)

というのは,知X的苦味の成立には表象的成分すなわち,昏X性の什勤的雨空に由来する

｢兼&的前書味Jが関与しているからである 岩井の知X的意味は r表象的荊意味Jが制

度化して制度的な r表象的意味Jとなることによって成立しているが.われわれが自分の

知X的意味を自分にEE)有のものとして休戦するのは,この ｢表&的耶七味｣がわれわれに

固有な体蜂的書味を与えうる潜勢的契捷となっているからである.しかし.この過程のた

めに.知X的壬味は常に.内部/外乱 主税/客牡などの対立する性芹を同時に有するこ

とになる しかも,味X体gtにおいては書そのものが持つ時間的性井のために,視Xにお

けるよりも制度的意味定位が不安定となLJやすく,この両社的性Ztが正わに体牧されやす

い ｢無音体験｣下で病者がまず初めに体験することは,このような音知Xに原理的に加

わっている両鞍的性Fであり,その中での意味決定不能性であろう r珪こえた｣という

知Xと rせこえたと思った｣という表象の対立は容易に.音からの*味とその否定という

開床に移行しうる 意味世界の二掛 ヒはそもそも制度的七味の成立過程につきまとう両A

的性文にその基礎があるのである

しかし,この初期の段階では悩みの内容が生者史を背*とした心理的文脈から大きくAL

れることはなく,生活の甜事付との7僻的連関がかろうじて保たれている.すなわち.覇

者は rNJ度的壬味J群に依存し.それに信頼を寄せて七味決定を行う態勢lこいる 事態が

生活書の披尊朝的対象化へと進むと,そもそも舟のようにして気にしてきた特Jt的eX対

kに rE軌 と r地｣というヒエラルキーを失った8は 的にまf(した書刺激となるため,惑

x的缶華としての音そのものとの対特のけ相が強まL),r制度的*味｣は食に ｢五泉的机

暮味Jl=圧迫されることになる.そのため.r制度的t昧｣の牡i+に必然的につきまとう

両暮的性ftが非牛に隙だった形で体玖される r制度的七味｣の杜緒は病者が音への集中
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をたかめて意味を扶束するために不可欠であるのに.それが原理的に有する両社的性貫の

ために*者にとって過酷な意味の混沌を促すのである この段軒では.特定の甘利鼓によ

って容易にそれまでつかみかけていた制度的意味が動挿し.さながらfの異性によって士

味休tIがtI乱されている枚を呈するのである

2 両価的悩みのat並的矛盾と知X的七時

BIctJIcrEは雨価性を "さまざまの汁対現象を正と負の符号で同時に理解しようとする

'分裂清音の稚71偵向としてとらえ.一点Xqにわたって持扶的に捜宵を行えば.蛭症例に

おいても大抵この性向を兄いだすことができる-と述べている 彼の捷示したある哲学の

鞍有を受け1=緊張頬舌は "ある考えを発言すると,いつも反対の考えが現われて来ます

この傾向は強まり.また大変早まるので.どれが兼-の考えであったかわからなくなる程

ですNと述べている また,BIeuler.Eは 一正反対が案外近い (もともと別種なものどう

Lよりも)という事tr を指摘し.-r黒｣という軽食l=対しては ｢白｣という概念が.

他の.色とBa保ないそれよりもずっと近い ｢雪は白い｣という判断は.｢雪は黒い｣と

いう判断の否定を含んでいる'ことを指摘している 3).Bl伽Icr,EのitZlにおいて注E)さ

れるのは.分裂病的な両価的な悩みが事物の付帯的性だすなわち知X対象の属性的意味に

よって妃述されているという点である

症例で見たJ:うに.書の被強制的対象化を被るに至ると,病者がしきりにつかもうとす

る表象的な一対の意味は.さながら音の大/小や有書/*音によって意味の権性がスイッ

チするように容易に変化してしまう その中で,点者は何らかの権かな意味を模索しよう

とする しかし.知X的意味体験が含め持っている両書性に叫を先するこのめまぐるしい

*味の変転から送れるためには.｢表象的意味｣よりも明示的な r知X的意味｣を頬リに

するしかない.

このことは.JaspcrsKL5)が知Xを外部空間にある実物についての受動的な体鉄とした

ことに関連している すなわち,病者には.主税的な能動性によって生み出しf=r表象的

七味Jはこの七味の氾濫を簸桝 ヒする力のない不様かな意味定位と体挨されている そこ

で,書からの r女t的荊意味｣によって粥示されている七味可能性を解消するために.

JaspeTS的苦味での知X的七味の外帝性.および受払性に換ろうとするのである 生者書

において札紳できるような r制度的意味｣軌 それも事実的な意味やものの属性がもっと

もEEl定的IJ.1七味群だからである

このように,分裂肩的に二棲性化した士昧世界l=おいて.点者は.究種的には知X的に
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明白な名物の性X,体攻にとっては ｢外部｣から与えられ,音域的と体験しうるような知

x的舌味群すなわちもののJt性的意味掛 二枚って,自らの中にMかれた r聞有性｣すなわ

ちt喋可能性を終息させようとする 京理的lJ:r園有性｣の開示への防術として.凄端に

牡鹿して r制度性｣への依存を強めていると言うこともできる このような ●もの'の長

短 大小fJ.1どはLocLcJによって,表&のBZl与しない -もの'のJi性として r第一性質

pnnlar) qual■t)｣24)であるとZAじられた この点からすれば.点者のこの妨術は合目的的

に見える しかし.実蝶には も̀の Lの意味決定に関する限り.これらの異性的苦味#lま

Z一理的かつ原理的にある経の背理的性文を有する.というのは.われわれは特定の ●個物

●の r第一性文｣を一意的には決定できないからである すなわち.長い,大きい,強い

などの性flは特定の対&とそれ以外の他の対&との比較によって補に反対の性FE,短い.

小さい.弔いという意味に変化しうるからである Ll=がって.r女史的机意味｣の圧迫

l=よってもたらされる無限の多様な意味可能性から送迎するこの方Iaすなわち知X対象の

属性的七味における二稜は化は,意味ZA的に解決不便なだけでなく.まさに ｢相対的な意

味の絶対化｣をめざすというZA理的に矛盾した方略なのである.

Ⅶ おわリに

rlR書体斡｣を訴えたのは慢性過程にある分裂薪患者の限られた一群にすぎない した

がって,この特殊な症状局面の病理が分裂病一般の精神病理とどのような関係にあるのか

についてはまだ明確なことは言えない しかし,話手の症例報告の中には.非軌 こよく似

た陳述を行っている例もかなL)見受けられるし,暮者の箆床妊攻でも.幻聴を有する症例

の持合には.この唖の訴えは (多くはないが)少なくない また,この限定された体族局

面から.分裂溝一敗の病理にまでは届かなくても,分裂*における畦X体額の病理.とく

に吐Xにおける知覚と表象の病理的関係の一斗が窺い知れるように思われる 今後.多く

の睦東例の事横を待って,その睦簾的価値を検証したいと思う

また.r*書体攻｣時にどのようtJ.L薬物が奏効しうるのか,睡眠や生活リズムとの的連

はあるの机 などについても姐じられなかった 現時点での治較Zlについてもまだ模索中

である 印&としては.ハEjペリド-ルなどの抗fI♯兼の少Iの追加で急場はしのげるも

のと思われる fl神蝶法的には.病者がそれまでの生活の中で知らず知らずに気にしてき

たf掛 二ついて.いつ頃からはじまったの机 そのときの状況はどのようであったかを育

桔化できるように書き.兵書のB弔性がiS呈する状況を自*して回正させる点で重辛であ
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ると思われる.さらに,｢*書体玖｣のような空白が生まれてしまうときの rとっかかt)J

としての牡Etな加東あるいは紛れとなるような手段を用意するような工夫を病者と探して

いくことが生活指事の上で必要となるだろう これら治萩的実軌 こついて詳しくZAずるこ

とは今故のZt境としたい
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